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山はみどり 野に花 人にはこころ 
 

ススキが、秋を証明。お堀の⽔⾯が、朝の陽光で、⾚く染まる。 
⾝は⼀つ。⼼や感性が、命ずるままに・・・ 

視野を広く、お城の天守閣近くにある松の⽊にも、陽光を⾒ているのだろうか。 
静かな、静寂の時間が過ぎる。⽔⾯（みずも）の陽光も、気になる。 

 
 
 

 

 
 
 

 


